
て
ら
に
っ
き

寺
日
記

無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

16

じ

　
　え 

ん

　
新
し
い
歳
を
迎
え
、
皆
様
に
は
健
や
か
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
私
事
で
す
が
、
公
私
に
わ
た
り
悲
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
、
そ
し
て
楽
し
く
喜
ば
し
い
こ
と
、

悲
喜
交
々
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
実
り
の
秋
に
は
、
自
ら
が
38
年
前
に
学
ん
だ
学
び
舎
（
興
隆
学
林
）

が
新
築
落
成
し
、
檀
信
徒
皆
様
方
の
御
浄
財
、
御
厚
情
が
面
目
一
新
、
新
校
舎
と
し
て
結
実
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
真
新
し
い
道
場
は
将
来
の
宗
門
、
宗
教
、
日
本
を
支
え
る
若
い
僧
侶
の
修
業
の
場
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
に
は
宗
門
初
の
試
み
と
し
て
、
25
人
の
青
年
僧
と
女
性
の
ご
縁
を
結
ぶ
集
い
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
良
い
ご
縁
を
結
ん
で
い
く
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
東
京
教
区
寺
庭
婦
人
会
で
の
講
話
で
は
、
住
職
夫
人
の
役
割
は
お
檀
家
と

お
寺
の
間
で
、
仏
教
、
法
華
経
の
良
き
ご
縁
を
結
ぶ
こ
と
と
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
場
に
臨
ん
で
心
に
惟
う
こ
と
は
、お
題
目
を
唱
え
る
意
義
は
「
あ
な
た
を
幸
せ
に
し
ま
し
ょ
う
」

「
私
も
幸
せ
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

�

　
　
鴉　
鵠

●
9
月
3
日
　
福
知
山
災
害
見
舞
い

　

京
都
府
福
知
山
市
光
延
寺
へ
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
の
お
見
舞
い
に
当
住
上
人
が
参
上
し
ま
し
た
。

●
9
月
8
日
～
10
日
　
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会

　

 

ホ
テ
ル
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
大
阪
に
お
い
て
、
本
年
度

の
教
学
研
究
所
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
9
月
29
日
　
法
華
宗
興
隆
学
林
専
門
学
校
落
成
式

　

尼
崎
市
大
本
山
本
興
寺
に
隣
接
し
た
興
隆
学
林
新

校
舎
が
竣
工
し
、
法
華
宗
管
長
平
田
日
範
猊
下
大
導

師
に
て
落
慶
法
要
が
奉
修
さ
れ
、
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
に
お
い
て
盛
大
に
祝
賀
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。（
上
記
写
真
）

●
10
月
1
日
～
3
日
　
東
海
教
区
教
学
講
習
会

　

沼
津
市
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
教
学
講
習
会
が
開

催
（
講
師
・
平
島
盛
龍
先
生
、
株
橋
隆
真
先
生
）
さ
れ
、

当
住
上
人
は
当
局
・
教
学
部
長
と
し
て
出
席
し
、
当
山

弟
子
職
員
5
名
が
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

●
10
月
8
日
　
全
日
本
仏
教
会
第
3
回
代
議
員
会

　

大
阪
市
阿
倍
野
区
の
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
に
お
い

て
、
全
日
本
仏
教
会
第
3
回
代
議
員
会
が
開
催
、
当

住
上
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

●
10
月
11
日
　
正
隆
会
ウ
ォ
ー
ク

　

恒
例
の
正
隆
会
ウ
ォ
ー
ク
は
、
日
本
橋
周
辺
で
、
ビ

ル
の
間
を
す
り
ぬ
け
江
戸
の
名
残
り
を
訪
ね
ま
し
た
。

10
時
日
本
橋
上
で
集
合
、
は
い
ば
ら
和
紙
店
、
伊
場

扇
を
巡
り
、
千
疋
屋
に
て
昼
食
後
、
三
井
美
術
館
、

近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
、
宝
く
じ
ド
リ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
解
散
。
参
加
者
は
50
名

を
超
え
、
老
舗
店
舗
で
の
買
い
物
や
歴
史
的
建
造
物

な
ど
を
眺
め
、
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。（
上
記
写
真
）

●
10
月
23
日  

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理
事
会

　

京
都
日
蓮
門
下
16
本
山
中
の
本
隆
寺
（
法
華
宗
真

門
流
総
本
山
）
に
て
法
要
、
門
連
京
都
会
議
が
京
都

ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
11
月
3
日
　
御
会
式 

　

秋
晴
れ
の
中
、
恒
例
の
宗
祖
御
会
式
が
奉
修
さ
れ
、

三
百
余
名
の
檀
信
徒
の
参
詣
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
11
月
8
日
　
千
葉
珠
恵（
当
住
上
人
妹
）さ
ん
逝
去

　

当
住
上
人
妹
の
千
葉
珠
恵
さ
ん
が
病
気
療
養
中
の

と
こ
ろ
、
11
月
8
日
未
明
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
当
山

御
宝
前
に
お
い
て
、
夫
・
千
葉
隆
行
氏
喪
主
に
て
10
日

通
夜
、
11
日
葬
儀
が
粛
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

慈
隆
院
妙
珠
日
恵
大
姉
。
行
年
55
歳
。

●
11
月
8
日
　
鰻
割
烹
「
あ
つ
み
」
店
舗
落
成

　

当
山
檀
家
葉
山
常
司
氏
経
営
の
久
我
山
「
鰻
割
烹

あ
つ
み
」
が
開
店
。
店
舗
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
11
月
14
日
　
法
華
宗
管
長
推
戴
式

　

沼
津
市
大
本
山
光
長
寺
に
お
い
て
、
御
貫
首
石
田

日
信
猊
下
、
第
1
3
4
代
法
華
宗
管
長
推
戴
式
が
奉

修
さ
れ
ま
し
た
。

●
11
月
20
日
　
大
僧
正
日
晋
上
人
ご
遷
化

　

大
本
山
本
興
寺
第
1
2
9
世
国
祐
寺
第
26
世
大
僧

正
大
平
日
晋
上
人
法
寿
百
歳
に
て
ご
遷
化
、
24
日
通

夜
法
要
、
25
日
本
葬
儀
法
要
が
香
川
県
観
音
寺
市
豊

浜
国
祐
寺
（
住
職
・
大
平
宏
龍
法
華
宗
興
隆
学
林
長
）

に
お
い
て
厳
か
に
法
要
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。（
本
紙
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ご
揮
耗
）

●
11
月
20
日
・
21
日
　
東
京
教
区
法
式
研
修
会	

　
法
式
の
研
修
会
が
当
山
お
向
い
の
永
隆
寺
に
て
開

催
さ
れ
、
当
職
員
5
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

●
11
月
29
日
　
竹
灯
籠
・
花
供
養
・
落
語

　

午
後
1
時
半
よ
り
当
山
本
堂
に
お
い
て
、
春
風
亭

一
之
輔
師
匠
に
よ
る
落
語
独
演
会
「
時
そ
ば
」「
妾め
か
う
ま馬
」

の
2
席
、3
時
半
よ
り
竹
灯
籠
能
「
半
蔀
（
は
じ
と
み
）」

を
浅
見
慈
一
師（
シ
テ
）が
演
じ
、
ま
た
、
花
道
み
さ
さ

ぎ
流
家
元
・
片
桐
功
敦
氏
が
花
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

●
12
月
2
日
　
東
京
教
区
寺
庭
婦
人
会	

	

　
寺
庭
婦
人
会
の
講
習
会
が
当
住
上
人（
教
学
部

長
）
を
講
師
と
し
て
「
寺
庭
婦
人
今
昔
」
の
講
題
で

日
本
橋
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
12
月
2
日
　
尼
崎
大
本
山
本
興
寺
信
行
勧
学
院
地
鎮
式

●
12
月
5
日
　
宗
務
院
主
催
「
縁
会
」

　

宗
務
院
主
催
に
よ
る
宗
内
僧
侶
・
子
弟
を
対
象
と

1 月 10 日（土）	 初題目　勉強会「心が温かくなる日蓮の言葉」 拝読 -21-
2 月 3 日（火）	 節分会　勉強会「心が温かくなる日蓮の言葉」 拝読 -22-
3 月 14 日（土）	 写経会
4 月 5 日（日）・ 6 日（月）　妙壽会と併催による光長寺団参旅行（上記）
5 月 9 日（土）	 講師勉強会 （未定 ）

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。午後 2時開催

晴明庵▶
8 月 19 日 伊東海施餓鬼　快晴の伊
東港を午後 1 時半、漁船に 10 名余が
乗船して手石島を回り、俎板岩の宗
祖日蓮大聖人伊豆法難御尊像前にて
海施餓鬼法要が営まれました。これ
に先立ち、伊東駅近くの楠山豊治家
御宝前において、海施餓鬼法要が営
まれました。
11 月 23 日 御会式　快晴の中、20
余名にて御会式の唱題行が行われま
した。

桑　港▶
11 月 9 日 日蓮教会御会式　夏を思い
出させるような秋晴れの中、2 歳から
90 歳を超えるメンバー 30 余名の参集
を得て、桑港日蓮教会のお会式法要
が園田顕敦師御導師にて執り行われ
ました（写真）。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

し
た
縁
結
び
の
「
縁え
ん
か
い会

」
が
東
京
お
台
場
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

L
E 

D
A
I
B
A
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
12
月
8
日
　
当
山
歴
代
上
人
報
恩
法
要

　

恒
例
の
当
山
歴
代
上
人
報
恩
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
席
を
新
宿
伊
勢
丹
「
正
月
屋
」
に
移

し
て
懇
親
の
席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
12
月
10
日
　
柴
又
帝
釈
天
題
経
寺
本
葬

　

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
元
会
員
・
望
月
良
晃
先
生

の
本
葬
儀
が
柴
又
題
経
寺
に
て
営
ま
れ
、
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
供
養
席
が
設
け
ら
れ
、故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

●
12
月
21
～
24
日
　
長
島
夫
人
傘
寿
絵
画
展

　

当
山
世
話
人
で
あ
り
婦
人
会
の
長
島
美
保
子
夫
人

（
元
総
代
故
長
島
伸
行
氏
夫
人
）
の
傘
寿
記
念
絵
画
展

が
銀
座
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
12
月
23
日
　
お
焚
き
上
げ
法
要

　

一
年
間
で
当
山
に
納
め
ら
れ
る
お
仏
具
等
の
抜
魂
お

焚
き
上
げ
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

正隆会日本橋ウォーク（10月11日）
竹灯籠・花供養・落語（11月29日　当山本堂）

法華宗興隆学林専門学校新校舎落成慶讃法要（9月29日）

9 月 6 日	 	埼玉県八潮市妙法寺住職中村妙心尼上人と小幡猛氏
コートヤード・マリオット銀座東武ホテル

9 月 28 日	 	東京ブディストクラブ会員・岩佐哲雄先生御長男・	
准光師（正行寺副住職）と大河内浩子さん	 	
ホテルオークラ東京

10 月 11 日	 	当住上人友人の齋藤陽資氏と川端麻祐子さん	
ホテルオークラ東京

10 月 29 日	 	当山組寺の浅草長国寺副住職井桁榮秀上人と藤田優さん	
浅草ビューホテル

11 月 22 日	 	宗務院書記の渡部憲吾上人（師父・秋田県花輪市
本勝寺住職渡部海浩上人）と長尾雅代さん	 	
銀座マキシム・ド・パリ

　　11月 3日、御会式法要
に先立ち、午前 11時より当
山御宝前において、総代山木
宏之氏令孫の山木里

りおん
桜さん（7

歳）の七五三法要が奉修され
ました。
　里桜さんはチアリーダーの
教室に通う活発な女の子で
す。法要後、当住上人、式衆
上人と共に山木家墓所にお参
りされました。里桜さんおよ
びご一家の益々のご健勝をお
祈り申し上げます。

妙壽寺 2015 冬春夏スケジュール

3 月21 日 土  春の彼岸法要

7 月16 日 木  孟蘭盆会施餓鬼法要

2 月 3 日 火 節分会・正隆会２月例会

午前 11時：中日合同法要　初座・動物廟法要
正午 12時：歴代墓所・正隆廟法要
午後 2時：中日合同法要　第二座

予告 日春日隆日朝聖人御遠忌　駿河路・大本山光長寺団参旅行
平成 27 年 4 月 5 日（日）〜 6日（月）

5 日（日）	 	朝、新宿西口センタービル前集合→三保の松原・日本平・
久能山東照宮を見学→焼津ホテルアンピア松風閣宿泊

6日（月）	 大本山光長寺法要参拝→沼津港買い物→新宿駅解散

日
程

予
定

19No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

平成 27年 1月 1日発行

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
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七五三祈願法要

平
成
二
十
七
年 

元
旦

婚礼

〜心よりご多幸をお祈り申し上げます〜

9 ／12▶宗祖御生誕 800 年準備会 （第 2回 ）
12／17▶宗門史編纂委員会
9 ／5 10／9 10／17 11／21 12／10▶責任役員会議 （内局会議 ）

当住上人の 宗務院 diary



　

私
ど
も
の
総
代
に
医
学
博
士
・
大
野
典
也
先
生
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
の
教
授
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
教
授
を
経
て
、
慈
恵
医
大
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
本

紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
14
号
・
平
成
25
年
9
月
）
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
野
先
生
に
よ
る
と
、
か
つ
て

は
日
米
の
教
授
の
違
い
は
、
日
本
で
は
論
文
を
１
本
書

け
ば
退
任
ま
で
ず
っ
と
教
授
で
い
ら
れ
る
と
。
と
こ
ろ

が
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
教
授
自
ら
研
究
費
を
集
め

て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
教
授
の
地
位
に

い
ら
れ
な
い
と
。
世
界
の
利
根
川
進
先
生
（
1
9
8
7

年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
）
で
す
ら
、
実
は

そ
う
だ
っ
た
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
渡
辺
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
、
こ
れ
は
大

変
ご
苦
労
な
場
面
に
お
い
で
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
た
り
の
経
験
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

筑
波
大
学
は
一
時
期
文
部
省
立
と
揶
揄
さ
れ
る

ほ
ど
国
立
大
の
改
革
の
先
端
に
置
か
れ
た
た
め
、
内
部

で
は
か
な
り
の
混
乱
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
主
に
外
国

経
験
の
あ
る
若
手
の
教
員
等
が
改
革
を
推
し
進
め
た
よ

う
で
す
。
私
は
20
年
前
に
奉
職
し
ま
し
た
の
で
、
東
京

か
ら
筑
波
に
移
っ
た
時
の
混
乱
は
終
結
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
大
半
の
大
学
が
変
革
の
不
可
欠
な
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
方
針
探
し
に
混
乱
気
味
な

大
学
も
少
な
く
な
い
で
す
。
古
い
体
質
を
抜
け
出
す
こ

と
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
で
す
ね
。
思
考
力
、
決
断

力
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
も
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ご
住
職
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
１
本
論
文
を
書
い

て
、
あ
と
は
自
分
の
研
究
室
を
守
る
と
い
う
教
員
生
活

は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
毎
年
、
研
究
業
績
の
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
、
学
生
指
導
や
大
学
の
運
営
業
務
、
大
学

評
価
機
構
の
チ
ェ
ッ
ク
、
研
究
費
の
獲
得
の
た
め
の
事

務
作
業
等
多
忙
を
極
め
、
そ
の
結
果
本
来
の
教
育
と
研

究
活
動
に
時
間
が
割
け
な
い
と
い
う
矛
盾
も
起
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
改
革
に
は
教
職
員
が
協
力
体
制
の
必
要

性
に
気
づ
き
、
協
働
す
る
能
力
を
鍛
え
れ
ば
多
忙
を
整

理
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
経
験
か
ら
で
す
が
。

　

そ
う
し
た
中
で
筑
波
大
学
は
、
社
会
の
変
化
の
動
向

に
着
目
し
た
新
学
科
設
立
や
新
領
域
の
研
究
に
も
取
り

組
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
有
職
社
会
人
対
象
の

夜
間
大
学
院
は
25
年
前
に
日
本
で
最
初
に
開
設
し
た
の

も
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
吉　

先
ほ
ど
の
大
野
先
生
の
お
話
し
で
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
厚
労
省
の
管
轄
で
あ
る
薬
の
許
認
可
の
こ
と
で

も
、
や
は
り
戦
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
た
だ
、
戦
っ

て
い
る
こ
と
が
時
々
、
何
か
徒
労
で
空
し
い
お
話
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

渡
辺　

私
も
、
よ
り
望
ま
し
い
教
育
を
め
ざ
し
て
小
さ

な
変
革
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
、
実
際
は
は
る
か

に
大
き
な
壁
の
存
在
を
知
り
、
徒
労
感
を
も
つ
こ
と
も

度
々
経
験
し
ま
し
た
ね
。
目
的
達
成
の
た
め
に
、
外
堀

を
埋
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
使

い
ま
し
た
。

三
吉　

そ
う
い
う
行
政
の
側
か
ら
す
る
と
、
行
政
は
行

政
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
と
か
、
思
い
が
あ
る
ん
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
本
当
に
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、

橋
本
首
相
の
内
閣
時
に
、
中
央
省
庁
再
編
に
よ
り
、
大

蔵
省
を
財
務
省
に
名
称
変
更
し
た
と
き
、
や
は
り
大
蔵

省
と
い
う
名
前
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
で
、
橋
本
さ
ん
が
言
う
に
は
、「
そ
ん

な
に
大
蔵
省
と
い
う
の
が
好
き
だ
っ
た
ら
、
防
衛
庁
も

や
め
て
、
兵
部
省
に
し
ろ
」
と
。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代

か
ら
の
官
僚
制
度
が
現
在
ま
で
全
て
つ
な
が
っ
て
い
る

わ
け
で
、
そ
う
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
と
い
う
の

は
や
は
り
な
か
な
か
難
し
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
は
建
国
2
0
0
年
と

い
う
新
し
い
国
で
す
か
ら
、
や
り
や
す
い
と
言
う
と
語

弊
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
か
な
と
…
。

渡
辺　

そ
う
で
す
ね
、
ア
メ
リ
カ
人
の
「
未
来
志
向
と

自
主
独
立
」
の
建
国
の
精
神
は
様
々
な
場
面
で
力
を
発

揮
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
価
値
観
は
、
指
導
者

達
が
「
今
何
が
重
要
か
」
と
い
う
目
的
志
向
的
態
度
で

議
論
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
本
で
は
、「
決
め
ら
れ
な
い
教
授
会
」
を
問
題

視
し
た
行
政
が
、「
学
長
権
限
の
強
化
」
と
い
う
対
策

を
打
ち
出
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
時
代
錯
誤
で
、
問

題
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
筑
波
大

学
で
、
リ
ー
ダ
ー
に
真
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
が
あ
れ

ば
、
短
時
間
で
経
験
や
年
齢
を
超
え
て
議
論
が
で
き
、

最
終
的
に
皆
が
協
力
で
き
る
結
論
が
出
る
と
い
う
経
験

を
し
ま
し
た
。

三
吉　

ア
メ
リ
カ
に
親
戚
が
お
り
ま
す
が
、
中
学
、
高

校
で
、会
議
の
進
め
方
の
授
業
が
あ
る
そ
う
で
す
。ボ
ー

ト
（
投
票
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
言
っ
て
、
日
本
で
い
う

と
総
代
会
の
よ
う
な
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
、
つ

ま
り
お
寺
の
理
事
会
は
、
や
は
り
チ
ェ
ア
マ
ン
が
い
て
、

意
見
を
言
う
ボ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
が
進
行
し
ま
す
が
、
最

後
に
ボ
ー
ト
し
て
、
案
件
を
決
め
る
よ
う
で
す
。
そ
の

辺
り
が
日
本
と
違
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

渡
辺　

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
私
が
葛
藤
し
た
と
す
れ

ば
、
筑
波
大
学
で
は
な
く
、
石
橋
を
叩
い
て
も
渡
れ
な

い
、
決
断
で
き
な
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
力
の
な
い
教
育
界
の

風
土
で
す
。

三
吉　

ど
こ
で
も
一
緒
で
す
ね
。

渡
辺　

そ
の
点
で
も
私
は
筑
波
大
学
で
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
筑
波
大
学
で
は
多
国
籍
の

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
国
際
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
大
学
院
を
開
設
し
、
そ
こ
で
3
年
間
教
え
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
の
教
授
会
は
ア
メ
リ
カ
人
の
教

授
、
日
本
で
博
士
号
を
取
得
し
た
中
国
人
、
６
名
の
日

本
人
教
授
（
そ
の
う
ち
２
名
は
ア
メ
リ
カ
で
博
士
号
取

得
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
10
名
で
の
教
授
会
で

は
毎
回
喧
々
諤
々
の
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
す

が
、
ひ
と
た
び
決
定
さ
れ
る
と
、
自
分
の
意
見
が
否
定

さ
れ
た
教
授
も
「
O
K
、
そ
れ
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

言
い
、
終
了
後
も
、
陰
で
文
句
や
不
平
を
言
う
こ
と
を

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
。
成
熟
し
た
専
門
家
ら

し
い
姿
勢
を
こ
う
し
て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
民
主
主

義
の
土
台
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　 「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理
学
」を
学
ん
で

三
吉　

上
智
大
学
に
進
ま
れ
た
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

渡
辺　

親
の
勧
め
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
決
め
手
は
、

高
校
1
年
の
宗
教
の
時
間
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論

の
科
学
的
価
値
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
を
明
解
に

説
明
し
て
く
れ
た
上
智
大
学
の
ア
メ
リ
カ
の
神
父
様
と

の
出
会
い
で
す
。
学
問
の
意
味
を
知
っ
た
そ
の
時
の
衝

撃
は
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
私
は
日
本
史
と
哲
学

的
な
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
高
校
3
年
の
発
表
会
で
親

鸞
を
取
り
上
げ
、
も
し
あ
の
時
代
に
日
本
に
キ
リ
ス
ト

教
伝
来
が
あ
っ
た
ら
親
鸞
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
、
拙

い
英
語
で
発
表
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

三
吉　

倉
田
百
三
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
と
か
を
読

ま
れ
て
。

渡
辺　
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
に
は
と
て
も
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

三
吉　

そ
れ
で
、
英
語
を
専
攻
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

渡
辺　

い
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
専
攻
し
ま
し
た
。

三
吉　

そ
う
で
す
か
。
英
語
は
上
智
大
学
で
勉
強
さ
れ

て
、
そ
の
後
、
海
外
留
学
さ
れ
た
の
で
す
か
。

渡
辺　

留
学
の
き
っ
か
け
は
大
学
卒
業
後
1
年
間
小
、

中
、
高
校
一
貫
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
教
師
経
験

で
す
。
そ
こ
で
、
教
師
と
保
護
者
、
学
校
経
営
者
な
ど

の
教
育
観
が
、
個
々
の
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
や
能
力
の

発
達
に
ど
ん
な
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
特
定
の
教
科
を
教
え
る
よ
り
も
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
自
立
的
に
生
き
て
い
く
力
を
発
達

さ
せ
る
活
動
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
大
人
に
依
存
し

な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
子
供
時
代
へ
の
お
と
な
の
配

慮
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
考
え
を
上
智
大
学
の
教
員
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

で
教
育
を
受
け
た
神
父
様
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

で
は
学
べ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

心
理
学
と
い
う
専
門
領
域
が
あ
り
、
ま
さ
に
「
混
迷
を

極
め
る
社
会
の
中
で
、
個
人
が
社
会
の
中
で
自
立
的
に

生
き
て
い
く
こ
と
の
た
め
に
研
究
や
指
導
を
行
う
心
理

学
領
域
が
あ
る
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
親
も

許
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
1
年
間
英
語
の
勉
強
し
直

し
て
留
学
し
ま
し
た
。

三
吉　

ど
ち
ら
に
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

渡
辺　

上
智
の
姉
妹
校
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
カ
レ
ッ
ジ
大

学
院
で
す
。
こ
こ
で
の
学
び
が
私
の
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 「
心
、
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
」

三
吉　

お
話
が
少
し
か
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

今
か
ら
19
年
前
の
平
成
7
年
に
阪
神
大
震
災
が
あ
っ
て
、

続
い
て
オ
ウ
ム
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
あ
の
と
き

が
日
本
の
精
神
生
活
の
中
で
の
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
児
童
の
事

件
で
、
平
成
9
年
の
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
が
あ
り

ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
同
級

生
に
よ
る
佐
世
保
女
子
高
生
殺
害
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
３
年
半
前
の
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。

　

仏
教
で
機き
こ
ん根
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
仏
の
教
え

を
聞
い
て
修
行
し
う
る
能
力
の
こ
と
、
ま
た
仏
の
教
え

を
理
解
す
る
度
量
・
器
の
こ
と
で
、
一
般
に
い
う
根
性

は
、
こ
の
機
根
に
由
来
す
る
言
葉
で
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
昭
和
43
年
の
３
億
円
事
件

が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
事
件
の
報
道
は
3
月
と
か
半
年
、

ず
っ
と
や
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
今
は
人

が
殺
さ
れ
た
り
、
事
件
が
あ
っ
て
も
、
数
日
で
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
世
の
中
で
は
大
き
な
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
先
般
、
我
々
の
宗
派
の
研
究
所
で

話
が
出
た
の
は
、
子
供
の
心
の
闇
の
こ
と
で
す
。
研
究

所
の
所
長
先
生
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
科
学
的
に
分

析
で
き
る
け
れ
ど
、
本
当
の
意
味
で
心
の
闇
の
よ
う
な

部
分
を
、
我
々
の
宗
教
と
か
、
哲
学
、
あ
る
い
は
心
理

学
と
い
う
分
野
で
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
捕
ら
え
て
い

く
べ
き
な
の
か
は
、
我
々
の
役
目
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
辺
り
は
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

渡
辺　

本
当
に
昨
今
の
子
供
の
事
件
に
は
心
が
痛
み
ま

す
。
そ
の
た
び
に
私
は
、
お
と
な
の
責
任
を
痛
感
し
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
子
供
の
場
合
、
心
の
中
の
経
験
は

行
動
で
表
現
す
る
と
考
え
ま
す
。
子
供
の
問
題
は
社

会
の
問
題
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
年
齢
と
と
も
に
自
然
と
自
己
責
任
の
取
れ
る
成
人

に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
こ
に
教
育
の
存

在
意
義
が
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
ま
た
、
人
は
他
者
お
よ

び
環
境
と
の
相
互
関
係
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
立
場

に
立
ち
ま
す
の
で
、
社
会
問
題
化
す
る
問
題
行
動
は
対

人
的
、
社
会
的
課
題
の
表
出
と
も
考
え
ま
す
。

三
吉　

こ
れ
は
日
本
固
有
の
現
象
な
の
で
す
か
。
そ
れ

と
も
、
世
界
的
な
現
象
で
も
あ
る
の
で
す
か
。

渡
辺　

経
済
発
展
こ
そ
が
社
会
問
題
、
心
の
問
題
の
解

決
策
と
勘
違
い
す
る
程
度
は
現
在
の
東
洋
圏
に
強
い
よ

う
に
思
え
る
の
で
す
が
。
教
育
界
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
導
入
を
最
新
の
教
育
と
考
え
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、

「
偶
然
」
の
出
会
い
や
未
知
の
体
験
こ
そ
が
、
先
人
の

知
に
触
れ
、
新
た
な
知
へ
の
挑
戦
と
な
る
わ
け
で
、
そ

こ
に
こ
そ
教
育
の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

三
吉　

そ
う
で
す
ね
。
実
は
昨
日
、
ま
さ
に
私
の
恩

師
で
あ
る
、
今
の
僧
侶
学
校
の
校
長
先
生
（
前
述
の
所

長
先
生
）
が
最
後
の
謝
辞
の
中
で
、「
そ
れ
は
し
か
し
、

現
在
の
世
間
一
般
の
教
育
現
場
で
の
諸
問
題
が
、
教
師

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
よ
う

に
、
僧
侶
の
育
成
は
宗
門
全
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、

ご
理
解
賜
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
」
と
。
ま
さ
に
、
こ

れ
は
達
見
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

 

渡
辺
家
と
妙
壽
寺

三
吉　

渡
辺
先
生
、
本
日
は
お
忙
し
い
中
を
当
山
へ
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
ご
自
宅
に

お
盆
の
棚
経
で
伺
っ
た
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
が
。

渡
辺
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）　

そ
う
で
す
。
目
白
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
吉　

そ
の
時
に
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
興
味
あ
る

お
話
を
伺
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
私
も
お
話
を
伺
わ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
渡

辺
家
と
は
、
妙
壽
寺
が
深
川
に
あ
る
時
か
ら
で
す
か
。

渡
辺　

そ
う
な
の
で
す
。

三
吉　

先
生
は
ど
の
辺
り
ま
で
ご
存
じ
で
す
か
。

渡
辺　

祖
母
は
妙
壽
寺
さ
ん
の
檀
家
で
い
ら
れ
る
こ
と

を
自
慢
し
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、遺
言
と
し
て「
渡

辺
家
の
墓
石
は
江
戸
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

新
し
く
し
て
は
い
け
な
い
」
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

三
吉　

そ
れ
は
、
お
ば
あ
様
は
当
然
ご
年
齢
か
ら
言
う

と
関
東
大
震
災
の
ご
経
験
者
で
す
ね
。

渡
辺　

は
い
。
私
の
母
も
経
験
者
で
す
。

三
吉　

私
の
母
も
実
は
経
験
者
な
ん
で
す
。
私
の
母
は

大
正
６
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
６
歳
で
関
東
大
震
災
に

遭
い
ま
し
た
。
日
本
橋
に
住
ん
で
い
て
、
当
時
は
宮
城

と
言
い
ま
し
た
が
、
今
の
皇
居
に
逃
げ
た
と
い
う
話
は

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
渡
辺
家
の
お
仕
事
向
き

は
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

明
治
の
前
ま
で
は
下
級
武
士
だ
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
が
、
明
治
に
な
っ
て
商
人
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

三
吉　

維
新
の
と
き
は
、
士
族
と
し
て
迎
え
て
…
。

渡
辺　

戦
前
の
本
籍
は
神
田
区
岩
本
町
で
し
た
。

三
吉　

岩
本
町
は
ほ
と
ん
ど
神
田
で
す
ね
。
昔
の
東
京

は
今
の
区
よ
り
も
っ
と
小
さ
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
東
京

は
も
っ
と
真
ん
中
に
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
当
山
が
深
川
か
ら
烏
山
に
越

す
と
き
、
深
川
の
お
檀
家
の
方
々
が
、
何
で
あ
ん
な
内

藤
新
宿
よ
り
向
こ
う
の
、
埃
っ
ぽ
く
て
博
労
（
馬
喰
と

も
言
い
、
牛
馬
の
仲
買
人
）
し
か
い
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
に
移
る
ん
だ
と
。
周
囲
は
な
に
も
な
く
お
寺
が
ぽ
つ

ん
と
あ
っ
て
、
お
墓
を
持
っ
て
い
く
の
は
嫌
だ
と
言
う

お
檀
家
さ
ん
が
や
は
り
い
た
よ
う
で
す
。

渡
辺　

祖
母
も
同
じ
こ
と
を
申
し
て
い
ま
し
た
。
渡
辺

家
は
、
戦
前
、
長
男
が
静
岡
県
三
島
の
製
紙
会
社
に
転

勤
に
な
り
、
疎
開
を
経
て
、
そ
の
ま
ま
東
京
に
戻
れ
ず
、

私
は
三
島
で
育
ち
ま
し
た
。
幼
い
頃
の
記
憶
の
中
に
、

祖
母
と
母
に
連
れ
ら
れ
て
妙
壽
寺
さ
ん
に
詣
で
、
帰
り

に
日
本
橋
の
三
越
に
寄
り
、「
迷
子
に
な
っ
た
ら
こ
の

ラ
イ
オ
ン
の
と
こ
ろ
で
待
つ
こ
と
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

三
吉　

い
や
、
あ
の
ラ
イ
オ
ン
の
す
ぐ
近
く
で
、
私
の

母
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

渡
辺　

祖
母
は
東
京
人
で
あ
る
こ
と
を
生
涯
自
慢
に
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
に
決
し
て
伊
豆
の
言
葉
や
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
わ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
し
な

江
戸
っ
子
言
葉
を
使
っ
て
学
校
で
笑
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

三
吉　

で
は
、小
さ
い
と
き
は
あ
ち
ら
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

渡
辺　

は
い
。
裾
野
市
に
あ
る
不
二
聖
心
で
18
歳
ま
で

過
ご
し
ま
し
た
。

 

日
本
の
大
学
の
教
育
環
境

三
吉　

先
生
の
お
話
し
の
中
で
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
先
生
は
筑
波
大
の
教
職
に
就
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
の
学
生
の
こ
ろ
は
、
一
番
優
秀
な
生
徒
は
、
み

ん
な
教
駒
（
東
京
教
育
大
学
附
属
駒
場
中
学
校
・
高
等

学
校
）
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
筑
波
大
（
昭
和

53
年
改
名
）
に
変
わ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り
ま
し

た
。
か
な
り
先
進
的
な
教
育
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
た
だ
優
秀
で
は
な
く
て
、
個
性
が
あ
っ
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
り
し
て
。
実
は
私
ど
も
の
宗
派
の
僧
侶
養

成
学
校
教
授
陣
に
、
筑
波
大
の
書
道
科
を
出
て
お
ら
れ

る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
優
秀
だ
け
で
は
な

く
、
尊
敬
を
込
め
て
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
ん
で
す
。

渡
辺　

お
そ
ら
く
、
筑
波
大
学
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学

類
で
あ
る
芸
術
専
門
学
類
の
ご
出
身
で
し
ょ
う
ね
。

三
吉　

は
い
。
た
だ
、
先
生
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
と
き

に
、
と
も
か
く
大
学
改
革
で
独
立
行
政
法
人
に
移
管
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
大
変
な
時
期
に
お
い
で

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

渡
辺
（
村
岡
）
三
枝
子 

氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）　前 

編

本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人
（
平
成
26
年
9
月
30
日
　
妙
壽
寺
会
議
室
）

第 8 回 

三吉葊明上人

渡辺三枝子先生

Profile
渡辺（村岡）三枝子 氏 

学　歴：
上智大学外国語学部卒、米国ボストンカレッジ大学院
修士課程（カウンセリング心理学専攻）M.Ed 取得、
上智大学大学院博士課程臨床心理学専攻単位満了、ペ
ンシルヴェイニア州立大学大学院博士課程修了、Ｐｈ．Ｄ．
取得（カウンセリング心理学カウンセラー教育専攻）。

職　歴：
日本労働研究・研修機構研究所主任研究員、明治学院
大学教授、筑波大学大学院人間総合科学研究科教授、
同大学キャリア支援室長、立教大学大学院ビジネスデ
ザイン研究科特任教授、立教学院調査役を経て、平成
25年 4月筑波大学名誉教授、同大学研究センター客
員研究員

専門分野：
カウンセリング心理学、カウンセラー教育、職業心
理学。現在の主な研究テーマ：「生涯キャリア発達ア
プローチに基づくキャリアアダプタビリティの概念形
成」（国際研究）、「生涯キャリア発達支援のためのシ
ステム構築」、「特別支援学校から大学までのキャリア
支援の意義とあり方」。

主な著書：
『キャリアカウンセリング入門』（共著、ナカニシヤ出
版、2001）、『新版カウンセリング心理学』（ナカニシ
ヤ出版、2002）、『オーガニゼーショナル ・カウンセ
リング序説』（編著、ナカニシヤ出版、2005）、『新版
キャリアの心理学』（編著、ナカニシヤ出版、2007）、
『キャリア教育 : 自立していく子どもたち』（単著、東
京書籍 ,2008）、「考える力を伸ばす教科書」（共著、
日経、2010）、「女性プロフェッショナルから学ぶキャ
リア形成」( 共著、ナカニシヤ出版、2009)、「大学生
のためのデザイニングキャリア」（共著、ナカニシヤ、
2011）、『リハビリテーション・カウンセリング』( 監
修　ナカニシヤ出版、2010)、『キャリアカウンセリ
ング再考』( 編著、ナカニシヤ、2013) など。


